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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス受信ダイバーシティ回路であって、
　第１の受信経路と、
　第２の受信経路と、
　第３の受信経路と、
　第１の周波数を有する第１の局部発振信号を生成するように構成された第１の周波数合
成回路と、ここにおいて、前記第１の局部発振信号は、前記第１の受信経路において第１
の混合回路と、前記第２の受信経路において第２の混合回路と接続される、
　前記第１の周波数に等しい第２の周波数を有する第２の局部発振信号を生成するように
構成された第２の周波数合成回路と、ここにおいて、前記第２の局部発振信号は、前記第
３の受信経路において第３の混合回路と接続され、前記第１の周波数合成回路及び前記第
２の周波数合成回路の各々は、異なる位相ロックドループ（ＰＬＬ）を備える、
　を備えるダイバーシティ回路。
【請求項２】
　第４の受信経路を更に備え、前記第２の局部発振信号は、前記第４の受信経路において
第４の混合回路と接続される、請求項１に記載のダイバーシティ回路。
【請求項３】
　第５の受信経路と、
　第６の受信経路と、
　第３の周波数を有する第３の局部発振信号を生成するように構成された第３の周波数合
成回路と、ここにおいて、前記第３の局部発振信号は、前記第５の受信経路において第５
の混合回路と、前記第６の受信経路において第６の混合回路と接続される、
　を更に備える、請求項２に記載のダイバーシティ回路。
【請求項４】
　第７の受信経路と、
　第８の受信経路と、
　前記第３の周波数に等しい第４の周波数を有する第４の局部発振信号を生成するように
構成された第４の周波数合成回路と、ここにおいて、前記第４の局部発振信号は、前記第
７の受信経路において第７の混合回路と、前記第８の受信経路において第８の混合回路と
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接続される、
　を更に備え、請求項３に記載のダイバーシティ回路。
【請求項５】
　前記第３の周波数は、前記第１の周波数とは異なる、請求項４に記載のダイバーシティ
回路。
【請求項６】
　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、前記第３の受信経路、及び前記第４の受信
経路は、第１のキャリアに対して指定され、前記第５の受信経路、前記第６の受信経路、
前記第７の受信経路、及び前記第８の受信経路は、前記第１のキャリアとは異なる第２の
キャリアに対して指定される、請求項４に記載のダイバーシティ回路。
【請求項７】
　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、前記第３の受信経路、前記第４の受信経路
、前記第５の受信経路、前記第６の受信経路、前記第７の受信経路、及び前記第８の受信
経路は、単一のキャリアに対して設計され、前記第１の局部発振信号、前記第２の局部発
振信号、前記第３の局部発振信号、及び前記第４の局部発振信号は、同一の周波数を有す
る、請求項４に記載のダイバーシティ回路。
【請求項８】
　前記ワイヤレス受信ダイバーシティ回路は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）トラン
シーバの一部であり、前記第１の周波数合成回路及び前記第２の周波数合成回路の各々は
、ＣＡ周波数合成回路である、請求項２に記載のダイバーシティ回路。
【請求項９】
　前記ＣＡトランシーバの一部はディセーブルにされる、請求項８に記載のダイバーシテ
ィ回路。
【請求項１０】
　前記第１の周波数合成回路及び前記第２の周波数合成回路の各々は、電圧制御型発振器
（ＶＣＯ）と、増幅器、バッファ、減衰器、又はプログラマブル分周器のうちの少なくと
も１つとを備える、請求項２に記載のダイバーシティ回路。
【請求項１１】
　前記第１の周波数合成回路は、前記第１の局部発振信号を生成するように構成された第
１の電圧制御型発振器（ＶＣＯ）を備え、前記第２の周波数合成回路は、前記第２の局部
発振信号を生成するように構成された第２のＶＣＯを備え、前記第１のＶＣＯ及び前記第
２のＶＣＯは、２つの異なる周波数を有する信号を同時に出力する、請求項２に記載のダ
イバーシティ回路。
【請求項１２】
　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、及び前記第３の受信経路の各々は、それ自
体のアンテナに関連付けられる、請求項２に記載のダイバーシティ回路。
【請求項１３】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の受信経路を介して第１の信号を受信及び処理することと、
　第２の受信経路を介して第２の信号を受信及び処理することと、
　第３の受信経路を介して第３の信号を受信及び処理することと、
　第１の周波数合成回路を介して、第１の周波数を有する第１の局部発振信号を生成する
ことと、
　前記第１の受信経路において第１の混合回路を介して、前記第１の局部発振信号を、処
理された前記第１の信号と混合することと、
　前記第２の受信経路において第２の混合回路を介して、前記第１の局部発振信号を、処
理された前記第２の信号と混合することと、
　第２の周波数合成回路を介して、前記第１の周波数に等しい第２の周波数を有する第２
の局部発振信号を生成することと、ここにおいて、前記第１の周波数合成回路及び前記第
２の周波数合成回路の各々は、異なる位相ロックドループ（ＰＬＬ）を備える、
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　前記第３の受信経路において第３の混合回路を介して、前記第２の局部発振信号を、処
理された前記第３の信号と混合することと
　を備える方法。
【請求項１４】
　　第４の受信経路を介して第４の信号を受信及び処理することと、
　　前記第４の受信経路において第４の混合回路を介して、前記第２の局部発振信号を、
処理された前記第４の信号と混合することと
　を更に備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第５の受信経路を介して第５の信号を受信及び処理することと、
　第６の受信経路を介して第６の信号を受信及び処理することと、
　第３の周波数を有する第３の局部発振信号を生成することと、
　前記第５の受信経路において第５の混合回路を介して、前記第３の局部発振信号を、処
理された前記第５の信号と混合することと、
　前記第６の受信経路において第６の混合回路を介して、前記第３の局部発振信号を、処
理された前記第６の信号と混合することと、
　第７の受信経路を介して第７の信号を受信及び処理することと、
　第８の受信経路を介して第８の信号を受信及び処理することと、
　第４の周波数を有する第４の局部発振信号を生成することと、
　前記第７の受信経路において第７の混合回路を介して、前記第４の局部発振信号を、処
理された前記第７の信号と混合することと、
　前記第８の受信経路において第８の混合回路を介して、前記第４の局部発振信号を、処
理された前記第８の信号と混合することと
　を更に備える、請求項１４に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　[0083]特許請求の範囲は、上に例示されたままの構成及び構成要素に限定されないこと
が理解されるべきである。様々な修正、変更、及び変形は、特許請求の範囲から逸脱する
ことなく、上述した方法及び装置の配置、動作及び詳細に対して行われ得る。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス受信ダイバーシティ回路であって、
　受信された信号を処理するための３つ以上の受信経路と、
　前記受信された信号をダウンコンバートするために局部発振信号を生成するように構成
された２つ以上の周波数合成回路と、
　を備え、前記周波数合成回路の各々は、前記受信経路のうちの多くても２つによって共
有され、前記周波数合成回路の各対は、同一の周波数を有する一対の前記局部発振信号を
生成する、
　ダイバーシティ回路。
［Ｃ２］
　単一の受信経路は、任意の他の受信経路と接続されていない、前記周波数合成回路のう
ちの１つと接続される、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ３］
　前記受信経路の各々は、それ自体のアンテナに関連付けられる、Ｃ１に記載のダイバー
シティ回路。
［Ｃ４］
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　異なる複数の対の前記周波数合成回路は、異なる周波数を有する複数の対の局部発振信
号を生成する、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ５］
　前記３つ以上の受信経路は、８つの受信経路を備え、前記２つ以上の周波数合成回路は
、４つの周波数合成回路を備える、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ６］
　前記４つの周波数合成回路のうちの第１の対は、同一の第１の周波数を有する第１の２
つの局部発振信号を生成し、前記４つの周波数合成回路のうちの第２の対は、同一の第２
の周波数を有する第２の２つの局部発振信号を生成する、Ｃ５に記載のダイバーシティ回
路。
［Ｃ７］
　前記８つの受信経路のうちの第１の数は、第１のキャリアに対して指定され、前記８つ
の受信経路のうちの第２の数は、前記第１のキャリアとは異なる第２のキャリアに対して
指定される、Ｃ５に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ８］
　前記８つの受信経路は、単一のキャリアに対して設計され、前記４つの周波数合成回路
は、同一の周波数を有する４つの局部発振信号を生成する、Ｃ５に記載のダイバーシティ
回路。
［Ｃ９］
　前記８つの受信経路のうちの４つ及び前記４つの周波数合成回路のうちの２つがディセ
ーブルにされる、Ｃ５に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１０］
　前記ワイヤレス受信ダイバーシティ回路は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）トラン
シーバの一部であり、前記周波数合成回路の各々は、特定のコンポーネントキャリアのた
めのＣＡ周波数合成回路である、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１１］
　前記ＣＡトランシーバの一部はディセーブルにされる、Ｃ１０に記載のダイバーシティ
回路。
［Ｃ１２］
　各周波数合成回路は、電圧制御型発振器（ＶＣＯ）と、位相ロックドループ（ＰＬＬ）
と、増幅器、バッファ、減衰器、又はプログラマブル分周器のうちの少なくとも１つとを
備え、各受信経路は、受信された前記信号のうちの１つを増幅するように構成された低ノ
イズ増幅器（ＬＮＡ）と、増幅された前記信号を前記局部発振信号のうちの１つと混合す
るように構成された混合回路とを備える、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１３］
　同一の周波数を有する前記局部発振信号の前記対は、２つの異なる周波数を出力する２
つの電圧制御型発振器（ＶＣＯ）と、異なる除数を有する２つの分周器によって生成され
る、Ｃ１に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１４］
　ワイヤレス受信ダイバーシティ回路であって、
　第１の受信経路と、
　第２の受信経路と、
　第３の受信経路と、
　第１の周波数を有する第１の局部発振信号を生成するように構成された第１の周波数合
成回路と、ここにおいて、前記第１の局部発振信号は、前記第１の受信経路において第１
の混合回路と、前記第２の受信経路において第２の混合回路と接続される、
　前記第１の周波数に等しい第２の周波数を有する第２の局部発振信号を生成するように
構成された第２の周波数合成回路と、ここにおいて、前記第２の局部発振信号は、前記第
３の受信経路において第３の混合回路と接続される、
　を備えるダイバーシティ回路。
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［Ｃ１５］
　第４の受信経路を更に備え、前記第２の局部発振信号は、前記第４の受信経路において
第４の混合回路と接続される、Ｃ１４に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１６］
　第５の受信経路と、
　第６の受信経路と、
　第３の周波数を有する第３の局部発振信号を生成するように構成された第３周波数合成
回路と、ここにおいて、前記第３の局部発振信号は、前記第５の受信経路において第５の
混合回路と、前記第６の受信経路において第６の混合回路と接続される、
　を更に備える、Ｃ１５に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１７］
　第７の受信経路と、
　第８の受信経路と、
　前記第３の周波数に等しい第４の周波数を有する第４の局部発振信号を生成するように
構成された第４周波数合成回路と、ここにおいて、前記第４の局部発振信号は、前記第７
の受信経路において第７の混合回路と、前記第８の受信経路において第８の混合回路と接
続される、
　を更に備え、Ｃ１６に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ１８］
　前記第３の周波数は、前記第１の周波数とは異なる、Ｃ１７に記載のダイバーシティ回
路。
［Ｃ１９］
　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、前記第３の受信経路、及び前記第４の受信
経路は、第１のキャリアに対して指定され、前記第５の受信経路、前記第６の受信経路、
前記第７の受信経路、及び前記第８の受信経路は、前記第１のキャリアとは異なる第２の
キャリアに対して指定される、Ｃ１７に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ２０］
　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、前記第３の受信経路、前記第４の受信経路
、前記第５の受信経路、前記第６の受信経路、前記第７の受信経路、及び前記第８の受信
経路は、単一のキャリアに対して設計され、前記第１の局部発振信号、前記第２の局部発
振信号、前記第３の局部発振信号、及び前記第４の局部発振信号は、同一の周波数を有す
る、Ｃ１７に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ２１］
　前記ワイヤレス受信ダイバーシティ回路は、キャリアアグリゲーション（ＣＡ）トラン
シーバの一部であり、前記第１の周波数合成回路及び前記第２の周波数合成回路の各々は
、ＣＡ周波数合成回路である、Ｃ１４に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ２２］
　前記ＣＡトランシーバの一部はディセーブルにされる、Ｃ２１に記載のダイバーシティ
回路。
［Ｃ２３］
　前記第１の周波数合成回路及び前記第２の周波数合成回路の各々は、電圧制御型発振器
（ＶＣＯ）と、増幅器、バッファ、減衰器、又はプログラマブル分周器のうちの少なくと
も１つとを備える、Ｃ１４に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ２４］
　前記第１の周波数合成回路は、前記第１の局部発振信号を生成するように構成された第
１の電圧制御型発振器（ＶＣＯ）を備え、前記第２の周波数合成回路は、前記第２の局部
発振信号を生成するように構成された第２のＶＣＯを備え、前記第１のＶＣＯ及び前記第
２のＶＣＯは、２つの異なる周波数を有する信号を同時に出力する、Ｃ１４に記載のダイ
バーシティ回路。
［Ｃ２５］
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　前記第１の受信経路、前記第２の受信経路、及び前記第３の受信経路の各々は、それ自
体のアンテナに関連付けられる、Ｃ１４に記載のダイバーシティ回路。
［Ｃ２６］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　３つ以上の受信経路を介して信号を受信及び処理することと、
　受信された前記信号をダウンコンバートするために、局部発振信号を、２つ以上の周波
数合成回路から、生成することと、ここにおいて、前記周波数合成回路の各々は、前記受
信経路のうちの多くても２つによって共有され、前記周波数合成回路の各対は、同一の周
波数を有する一対の前記局部発振信号を生成する、
　を備える方法。
［Ｃ２７］
　前記３つ以上の受信経路は、８つの受信経路を備え、前記２つ以上の周波数合成回路は
、４つの周波数合成回路を備え、前記生成することは、
　　前記４つの周波数合成回路のうちの第１の対を用いて、同一の第１の周波数を有する
第１の２つの局部発振信号を生成することと、
　　前記４つの周波数合成回路のうちの第２の対を用いて、同一の第２の周波数を有する
第２の２つの局部発振信号を生成することと
　を備える、Ｃ２６に記載の方法。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１の受信経路を介して第１の信号を受信及び処理することと、
　第２の受信経路を介して第２の信号を受信及び処理することと、
　第３の受信経路を介して第３の信号を受信及び処理することと、
　第１の周波数を有する第１の局部発振信号を生成することと、
　前記第１の受信経路において第１の混合回路を介して、前記第１の局部発振信号を、処
理された前記第１の信号と混合することと、
　前記第２の受信経路において第２の混合回路を介して、前記第１の局部発振信号を、処
理された前記第２の信号と混合することと、
　前記第１の周波数に等しい第２の周波数を有する第２の局部発振信号を生成することと
、
　前記第３の受信経路において第３の混合回路を介して、前記第２の局部発振信号を、処
理された前記第３の信号と混合することと
　を備える方法。
［Ｃ２９］
　　第４の受信経路を介して第４の信号を受信及び処理することと、
　　前記第４の受信経路において第４の混合回路を介して、前記第２の局部発振信号を、
処理された前記第４の信号と混合することと
　を更に備える、Ｃ２８に記載の方法。
［Ｃ３０］
　第５の受信経路を介して第５の信号を受信及び処理することと、
　第６の受信経路を介して第６の信号を受信及び処理することと、
　第３の周波数を有する第３の局部発振信号を生成することと、
　前記第５の受信経路において第５の混合回路を介して、前記第３の局部発振信号を、処
理された前記第５の信号と混合することと、
　前記第６の受信経路において第６の混合回路を介して、前記第３の局部発振信号を、処
理された前記第６の信号と混合することと、
　第７の受信経路を介して第７の信号を受信及び処理することと、
　第８の受信経路を介して第８の信号を受信及び処理することと、
　第４の周波数を有する第４の局部発振信号を生成することと、
　前記第７の受信経路において第７の混合回路を介して、前記第４の局部発振信号を、処
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理された前記第７の信号と混合することと、
　前記第８の受信経路において第８の混合回路を介して、前記第４の局部発振信号を、処
理された前記第８の信号と混合することと
　を更に備える、Ｃ２９に記載の方法。
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